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　「地方創世」という言葉を耳にするようになって
久しい。東京一極集中を避け，地方を活性化させよ
うという動きは2014年の第二次安倍内閣発足時か
ら始まっているが，首相が変わった2020年現在に
おいても地方の人口減少には歯止めが掛からず，「地
方創世」の看板もかなり傾いていると感じざるを得
ない。
　現在，私は縁あって瀬戸内海に浮かぶ離島，弓削
島に暮らしている。温暖な気候風土と，地元の方の
温かさに触れ，快適な島暮らしを送っている。余所
者にしてみればこれほど良い環境の場所はないのだ
が，地の人々にとっては「仕事がない」ため若者の
流出を止められず，活気を失っていく島の状況に危
機感を抱いている人も多い。
　そんな中，島で新たな産業を生み出そうとしてい
る人たちがいる。弓削島のとなり，橋で繋がれてい
る佐島という人口500名程度の小さな島で，炭焼
き小屋を新設しようというのだ。その名も「瀬戸内
備長炭生産組合」。さっそくお話を伺うことにした。
2018年の春のことである。
　初めて炭焼きの現場を訪れたときは，まだ窯を覆
う外壁や屋根を作っているところで，山肌の見える
斜面の一角を切り崩し，窪地になっているところが
あった。ここに耐熱煉瓦を組んで窯を作っていくの
だと，リーダの馬木氏が教えてくれた。ちょうど弓
削島での放置竹林対策として竹炭作りに取り組んで
いた私は，備長炭窯の製作過程を見られるというチャ
ンスに遭遇し，興奮した。即座に馬木氏に，これか
ら窯が完成するまで学生とともに見学させて欲しい
と申し出た。同時に炭焼きの温度データが採取でき
れば面白いのではないかと思い付き，窯の内部に温
度センサを入れてみてはどうかと提案した。これは

窯を新設するときにしかできないことだ。
　コワモテの馬木氏に熱電対を窯へ入れさせて欲し
いと申し出るときはドキドキしたが，その場で快
く引き受けてくださった。何よりも「そうした情報
は貴重だから，データが採れたら教えて欲しい」と，
興味を持ってもらえたことが嬉しかった。
　後日，研究室に転がっていた熱電対をかき集め，
卒研生たちと一緒に設置作業を行った。学生たちは
もちろん炭焼き窯など見るのは初めてのことなので，
しきりに私に質問してくるのだが，私も構造などは
良くわかっていない。その度に馬木氏やメンバーの
方々に懇切丁寧に教えていただいた。
　馬木氏らの炭作りに関わって以来，すっかり炭の
虜になった私は，自身の研究テーマの一つとして窯
内の温度測定を続けている。先日，新しく二番窯が
お披露目され，こちらには最初の窯での失敗を生か
し，より頑丈な熱電対を設置させていただいた。
　「炭焼きは新たな島の産業になり得る」と馬木氏
は話す。島に自生しているウバメガシは良質な備長
炭の原木だが，島の人にとっては雑木でしかなく，
これまで全く見向きもされなかった資源である。上
手くコントロールしながら伐採すれば，今後数十年
に渡ってまた切った木が生えてくる。この繰り返し
は正に昨今注目されているサステナビリティな産業
であろう。離島の炭焼きが定着し，島に雇用を生み
出すこと。そして数十年後にこの島が「瀬戸内備長
炭」の一大産地になることを馬木氏は見据えている。
そのためには我 「々使う側」の意識も変わっていか
なければならない。
　秋の夜にはベランダに七輪を出し，サンマを焼き
ながら数十年後の島の，ひいては日本の未来に想い
を馳せるのも良いかもしれない。備長炭はガス火で
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焼くより手間も時間も掛かるが，じっくりと火を入
れたサンマはどんなご馳走よりも美味しく感じるだ
ろう。どこに手間をかけるのか，その結果得られる
価値は何か。備長炭作りが問い掛けるのは，我々が
選択する未来かもしれない。

写真1　窯出しの様子


